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中学生の将来の自己喫煙予想と家庭環境および健康行動との関連
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目的 平均寿命に差のある 2 市の中学生において，将来の自己の喫煙予想を家族の喫煙習慣や嫌

煙経験，健康行動，ライフスタイルとの関連から検討すること。

方法 2005年 1 月，青森県 A 市，長野県 B 市のすべての公立中学 2 年生を対象に，無記名自記

式の質問紙調査票を授業中に配布，回収した。回収票は各399票，447票，欠席者を除き回収

率100％。B 市の平均寿命は A 市よりも男性で4.2歳，女性で2.9歳長い。質問項目は，将来

の自己喫煙予想，嫌煙経験，家族および母親の喫煙習慣，運動習慣，平均睡眠時間，食生活

行動。将来の自己喫煙予想と家族の喫煙習慣，健康行動との関連を性別，市別に分析した。

統計的検討には x2 検定を用いた。

結果 男子は，将来の自己喫煙予想率（A 市18.7％，B 市10.3％），家族の喫煙習慣率（A 市71.2％，

B 市59.9％），母親の喫煙習慣率（A 市31.6％，B 市12.0％）のいずれも A 市の方が高率で，

嫌煙経験率（A 市72.7％，B 市84.7％）で低率であった。女子は，家族の喫煙習慣率（A 市

75.5％，B 市59.6％）で A 市が高率であった以外に地域差はなかった。2 市ともに女子では

母親に喫煙習慣がある人は将来の自己喫煙予想率が高かった。B 市の女子以外では嫌煙経験

がある人の方が将来の自己喫煙予想率は低かった。健康行動との関連は，朝食の欠食状況別

には統計的には有意な傾向がなかったが，コンビニエンスストアの食品とインスタントラー

メンは，B 市男子で利用頻度の高い中学生の方が将来の自己喫煙予想率が高かった。平均睡

眠時間は，B 市女子で 6 時間未満の中学生の方が将来の自己喫煙予想率が高かった。

結論 平均寿命に差のある 2 市を比べたところ，男子では中学生の段階ですでに将来の自己喫煙

予想率に開きがあり，平均寿命の短い A 市の方が高率であった。家族の喫煙習慣率も A 市

の方が高く，嫌煙経験や母親の喫煙習慣と中学生の将来の自己喫煙予想との関連はいずれの

市においても共通した傾向がみられた。中学生の喫煙対策は，本人の喫煙行動のみではな

く，家庭環境や地域の社会背景をも考慮して検討することが有用である。
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Ⅰ は じ め に

喫煙が健康に悪いことは広く知られ，日本には

未成年者の喫煙禁止法があるにもかかわらず，中

学生の多くが喫煙していることが報告されてい

る1,2)。中高生の喫煙率は学年が上がるごとに高

くなるといわれ1)，より低年齢の中学生段階で喫

煙を習慣化しないことが大切である。喫煙する中

学生の特徴には，家庭や地域でたばこを入手しや

すい環境があることが指摘されており1,3)，中学

生の喫煙には家庭環境や地域環境が影響を及ぼし

ている可能性がある。

また，中学生の喫煙が家庭や地域の環境に影響

を受けているとすると，喫煙行動に限らず他の健

康行動やライフスタイルについても，喫煙する中

学生には喫煙しない中学生とは異なる特徴がある

と考えられる。

そこで，本研究では，喫煙する中学生の特徴を

家庭環境や，健康行動，ライフスタイルの点から

検討するために，青森県 A 市，長野県 B 市の中

学 2 年生を対象に質問紙調査を行った。中学生を

めぐる地域環境やライフスタイルについての理解

を深めることで，より有効な喫煙対策を検討でき

ると考えた。
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対象とした 2 市は，いずれも県庁所在地に隣接

する人口 4 万人前後の市である。しかし2000年の

市区町村別生命表4)によると，その平均寿命には

地域差が大きい。青森県 A 市は，47都道府県の

うち男女共に平均寿命が最も短い青森県内でもと

くに短命な地域であり，長野県 B 市は，長寿の

長野県全体の平均値とほぼ近い値の地域である。

青森県 A 市の平均寿命は男性74.7歳，女性82.6

歳，長野県 B 市は男性78.9歳，女性85.5歳あり，

男性で4.2歳，女性で2.9歳の開きがある。本調査

研究では，これら平均寿命の異なる 2 市の結果を

比較することで，喫煙を中心とした健康行動やラ

イフスタイルには中学生の段階ですでに地域差が

あるのか，いずれの市にも一般的な傾向としてみ

られる特徴があるのかを検討した。

Ⅱ 方 法

1. 対象と調査方法

青森県 A 市，長野県 B 市のすべての公立中学

に通う 2 年生を対象に，無記名自記式の質問紙調

査票を授業中に配布し回収した。対象校は，青森

県 A 市 5 校，長野県 B 市 3 校で，調査実施日の

欠席者を除く生徒全員から回答を得た（回収率

100％）。回収票はそれぞれ399票，447票。調査は

2005年 1 月に実施した。

2. 調査項目

1) 将来の自己喫煙予想：「あなたは大人にな

ってからたばこを吸うと思いますか」に「はい/

いいえ」として，自分が成人した後の喫煙予想の

有無を尋ねた。

2) 嫌煙経験：「人が吸っているたばこのけむ

りや火を嫌だと感じたことがありますか」に「は

い/いいえ」で尋ねた。

3) 家族および母親の喫煙習慣の有無：家族の

喫煙習慣は，「あなたの家族でたばこを吸う習慣

がある人がいますか」に「はい/いいえ」で尋ね

た。母親の喫煙習慣は，「たばこを吸う」に該当

の有無を回答してもらった。

4) 健康行動：朝食の欠食状況は，「◯１ほとん

ど毎日食べる」，「◯２ 1 週間に 1 回位食べないこと

がある」，「◯３ 1 週間に 2～3 回位食べないことが

ある」，「◯４食べない時の方が多い」の 4 択で尋ね，

◯２から◯４を「食べない日あり」と定義した。運動

習慣は，「◯１よくしている」，「◯２ふつう」，「◯３あ

まりしていない」と尋ね，◯２と◯３を合計して用い

た。平均睡眠時間は，「◯１ 6 時間未満」，「◯２ 6 時

間以上 7 時間未満」，「◯３ 7 時間以上 8 時間未満」，

「◯４ 8 時間以上」と尋ね，◯２から◯４を「6 時間以

上」と定義した。

5) 食行動：「コンビニエンスストアのおにぎ

り，菓子パン，弁当等」，「インスタントラーメ

ン・カップ麺」，「ファーストフード店のハンバー

ガー，どんぶり物，カレー等」，「スナック菓子」

の 4 項目について，利用する頻度を「◯１ほとんど

毎日」，「◯２ 1 週間に 1 回以上」，「◯３ 1 か月に 1 回

以上」，「◯４ほとんどとらない」の 4 択で尋ね，◯１

および◯２と，◯３および◯４とで 2 つに分類した。

3. 分析方法

喫煙に対する意識や行動は性差が大きいと考え

られるため性別に，さらに2市の特徴を比較する

ため市別に分析を行った。統計的な検討には x2

検定を用いた。

4. 倫理的検討

本調査の実施にあたっては，対象市の関係機関

と意見交換を行って調査内容，項目，方法，手順

について不適切なものを修正した。また，対象中

学生のプライバシー保護のプロセスについて検討

し，回答したくない項目には無回答でよいこと，

匿名調査であり個人を特定することはないことを

対象者に確認し実施した。本研究については，埼

玉県立大学倫理委員会の審査（NO. 18029）に付

され，承認された。

Ⅲ 結 果

1. 将来の自己喫煙予想，嫌煙経験および家族

の喫煙習慣（表 1）

男子では，将来の自己喫煙予想ありは，青森県

A 市で18.7％，長野県 B 市で10.3％，家族の喫煙

習慣ありが青森県 A 市で71.2％，長野県 B 市で

59.9％，母親の喫煙習慣ありが青森県 A 市で

31.6％，長野県 B 市で12.0％と，いずれの項目で

も青森県 A 市は長野県 B 市よりも高率であっ

た。嫌煙経験をもつ人は両市ともに高率ではあっ

たが，長野県 B 市は 84.7 ％で青森県 A 市の

72.7％よりも高かった。女子では，家族の喫煙習

慣のみ青森県 A 市の方が高率であった。母親の

喫煙習慣ありは，有意ではないが，青森県 A 市

の方が高い傾向があった。
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表１ 性別地域別，将来の自己喫煙予想と嫌煙経験，家族および母親の喫煙習慣の有無

単位：人，（ ）内は％

将来喫煙すると思う 嫌煙経験 喫煙習慣のある家族 母親の喫煙習慣

n はい いいえ P 値 n あり なし P 値 n いる いない P 値 n あり なし P 値

男性

青森県
A 市

198 37
(18.7)

161
(81.3)

0.018 198 144
(72.7)

54
(27.3)

0.003 198 141
(71.2)

57
(28.8)

0.018 196 62
(31.6)

134
(68.4)

0.000

長野県
B 市

242 25
(10.3)

217
(89.7)

242 205
(84.7)

37
(15.3)

242 145
(59.9)

97
(40.1)

241 29
(12.0)

212
(88.0)

女性

青森県
A 市

196 13
( 6.6)

183
(93.4)

0.631 196 167
(85.2)

29
(14.8)

0.241 196 148
(75.5)

48
(24.5)

0.001 195 42
(21.5)

153
(78.5)

0.150

長野県
B 市

200 10
( 5.0)

190
(95.0)

202 181
(89.6)

21
(10.4)

203 121
(59.6)

82
(40.4)

201 31
(15.4)

170
(84.6)

注 1）無回答は除いて集計した。
注 2）検定は x2 検定。

表２ 性別地域別，嫌煙経験，家族および母親の喫煙習慣の有無別，将来の自己喫煙予想者の割合

単位：人，( ）内は％

青森県 A 市 長野県 B 市

はい いいえ P 値 はい いいえ P 値

嫌煙経験

男 あり 15(10.4) 129(89.6) 0.000 14( 6.9) 190(93.1) 0.000
なし 22(40.7) 32(59.3) 11(29.7) 26(70.3)

女 あり 8( 4.8) 159(95.2) 0.037 8( 4.5) 170(95.5) 0.639
なし 5(17.2) 24(82.8) 2( 9.5) 19(90.5)

喫煙習慣のある家族

男 いる 31(22.0) 110(78.0) 0.095 18(12.5) 126(87.5) 0.166
いない 6(10.5) 51(89.5) 6( 6.2) 91(93.8)

女 いる 12( 8.1) 136(91.9) 0.261 9( 7.6) 109(92.4) 0.086
いない 1( 2.1) 47(97.9) 1( 1.2) 81(98.8)

母親の喫煙習慣

男 あり 13(21.0) 49(79.0) 0.659 5(17.2) 24(82.8) 0.295
なし 23(17.2) 111(82.8) 19( 9.0) 191(91.0)

女 あり 7(16.7) 35(83.3) 0.010 4(12.9) 27(87.1) 0.050
なし 6( 3.9) 147(96.1) 5( 3.0) 162(97.0)

注） 検定は x2 検定。
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2. 嫌煙経験および家族の喫煙習慣別にみた将

来の自己喫煙予想（表 2）

嫌煙経験の有無別に将来の自己喫煙予想率をみ

ると，男子では 2 市いずれの市でも，女子では青

森県 A 市で，嫌煙経験ありとした人の方が将来

の自己喫煙予想率が低かった。

家族の喫煙習慣の有無別には，統計的には有意

ではなかったが，2 市の男女で家族の喫煙習慣が

ある人の方が将来の喫煙予想率が高い傾向がみら

れた。

母親の喫煙習慣の有無別には，男子では有意な

傾向はみられなかったが，女子では 2 市ともに母

親に喫煙習慣がある人の方が将来の自己喫煙予想

率が高率であった。

3. 健康行動別にみた将来の自己喫煙予想（表

3）

朝食の欠食状況別に将来の自己喫煙予想率をみ

ると，長野県 B 市の男子では，朝食を「食べな
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表３ 性別地域別，健康行動別，将来の自己喫煙予想者の割合

単位：人，( ）内は％

青森県 A 市 長野県 B 市

はい いいえ P 値 はい いいえ P 値

朝食の欠食

男 毎日食べる 26(17.8) 120(82.2) 0.657 17( 8.8) 177(91.2) 0.104
食べない日あり 11(22.0) 39(78.0) 8(18.6) 35(81.4)

女 毎日食べる 12( 7.5) 147(92.5) 0.528 7( 4.8) 140(95.2) 1.000
食べない日あり 1( 2.9) 34(97.1) 3( 5.9) 48(94.1)

平均睡眠時間

男 6 時間未満 8(26.7) 22(73.3) 0.336 6(20.0) 24(80.0) 0.126
6 時間以上 29(17.3) 139(82.7) 19( 9.0) 192(91.0)

女 6 時間未満 3( 6.7) 42(93.3) 1.000 7(15.6) 38(84.4) 0.001
6 時間以上 10( 6.6) 141(93.4) 3( 1.9) 151(98.1)

運動やスポーツ

男 よくしている 25(23.6) 81(76.4) 0.086 17(11.4) 132(88.6) 0.631
普通・あまりしていない 12(13.0) 80(87.0) 8( 8.6) 85(91.4)

女 よくしている 5( 6.7) 70(93.3) 1.000 5( 6.1) 77(93.9) 0.792
普通・あまりしていない 8( 6.6) 113(93.4) 5( 4.2) 113(95.8)

注） 検定は x2 検定。
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い日がある」人は，「毎日食べる」人よりも将来

の自己喫煙予想率が高い傾向があったが，統計的

には有意ではなかった。女子には顕著な差はみら

れなかった。

平均睡眠時間との関係をみると，女子は，長野

県 B 市では，「6 時間未満」の人の方が「6 時間

以上」の人よりも将来の自己喫煙予想率が高かっ

たが，青森県 A 市ではまったく差がなかった。

男子では両市ともに，有意ではなかったが，「6

時間未満」の人の方が「6 時間以上」の人よりも

高かった。

運動やスポーツの実施状況別にみると，統計的

には有意ではなかったが，青森県 A 市の男子で

は「よくしている」とした人の方が「普通・あま

りしていない」とした人よりも将来の自己喫煙予

想率が高かった。女子や長野県 B 市の男子では

明らかな傾向はなかった。

4. 食行動別にみた将来の自己喫煙予想（表 4）

「コンビニエンスストアのおにぎり，菓子パ

ン，弁当等」を「ほとんど毎日/1 週間に 1 回以

上」の頻度で利用している人の将来の自己喫煙予

想率は，「月 1 回以上/ほとんど利用しない」とし

た人より長野県 B 市の男子で高率であった。青

森県 A 市の男子では統計的に有意ではなかった

が，同様の傾向がみられた。

「ファーストフード」の利用については，男女

ともに有意な傾向はなかったが，男子では「ほと

んど毎日/1 週間に 1 回以上」の頻度で利用して

いる人の将来の自己喫煙予想率は，「月 1 回以上/

ほとんど利用しない」とした人よりも高い傾向が

みられた。

「スナック菓子」の利用については，統計的に

は有意ではなかったが，女子で，「ほとんど毎日/

1 週間に 1 回以上」の頻度で利用している人の将

来の自己喫煙予想率は，「月 1 回以上/ほとんど利

用しない」とした人よりも高い傾向がみられた。

男子では明らかな傾向がなかった。

「インスタントラーメン・カップ麺」の利用に

ついては，長野県 B 市の男子で「ほとんど毎日/

1 週間に 1 回以上」利用している人では，「月 1

回以上/ほとんど利用しない」とした人よりも高

率であった。女子や青森県 A 市の男子では有意

な傾向はなかった。
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表４ 性別地域別，食行動別，将来の自己喫煙予想者の割合

単位：人，( ）内は％

青森県 A 市 長野県 B 市

はい いいえ P 値 はい いいえ P 値

コンビニエンスストアのおにぎり，

菓子パン，弁当等の利用頻度

男 毎日/週 1 回以上 22(24.2) 69(75.8) 0.071 14(17.3) 67( 82.7) 0.022
月 1 回以上/ほとんどない 13(13.0) 87(87.0) 11( 6.8) 150( 93.2)

女 毎日/週 1 回以上 7(10.1) 62(89.9) 0.248 5( 6.2) 76( 93.8) 0.777
月 1 回以上 or ほとんどない 6( 4.7) 121(95.3) 5( 4.2) 113( 95.8)

ファーストフードの利用頻度

男 毎日/週 1 回以上 14(24.6) 43(75.4) 0.180 8(16.0) 42( 84.0) 0.233
月 1 回以上/ほとんどない 21(15.2) 117(84.8) 17( 8.9) 173( 91.1)

女 毎日/週 1 回以上 3( 7.9) 35(92.1) 1.000 3( 7.7) 36( 92.3) 0.652
月 1 回以上/ほとんどない 10( 6.4) 147(93.6) 7( 4.3) 154( 95.7)

スナック菓子の利用頻度

男 毎日/週 1 回以上 24(17.0) 117(83.0) 0.736 19(11.6) 145( 88.4) 0.481
月 1 回以上/ほとんどない 11(20.4) 43(79.6) 6( 7.7) 72( 92.3)

女 毎日/週 1 回以上 12( 8.4) 131(91.6) 0.202 10( 7.0) 133( 93.0) 0.091
月 1 回以上/ほとんどない 1( 1.9) 51(98.1) 0( 0.0) 57(100.0)

インスタントラーメンの利用頻度

男 毎日/週 1 回以上 21(15.6) 114(84.4) 0.246 16(17.8) 74( 82.2) 0.007
月 1 回以上/ほとんどない 14(23.7) 45(76.3) 9( 5.9) 143( 94.1)

女 毎日/週 1 回以上 8(10.3) 70(89.7) 0.178 5( 7.6) 61( 92.4) 0.415
月 1 回以上/ほとんどない 5( 4.3) 112(95.7) 5( 3.8) 128( 96.2)

注） 検定は x2 検定。
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Ⅳ 考 察

本調査では現在の喫煙の有無を直接尋ねるので

はなく，大人になってからたばこを吸うと思うか

否かという自分の将来の喫煙予想について尋ね

た。藤田の研究2)では，中学生で現在喫煙してい

る人のうち 9 割が自分は成人後も喫煙すると予想

しているものの，喫煙経験のない中学生でも約 3

分の 1 が自分は将来喫煙すると予想しており，必

ずしも将来の自己喫煙予想率と現在の喫煙率は一

致するものではない。しかし，中学生の将来の自

己喫煙予想率と，喫煙経験率や現在の喫煙率との

関連は強く，本調査のように喫煙率を直接質問で

きない場合にその特徴を検討するにはこの質問は

有効な方法であると考えられる。また本調査の場

合にはプライバシーは保護される旨伝えて調査実

施しているものの学校で実施しており，実際の将

来の自己喫煙予想率よりは低めの結果である可能

性も考慮しておかなければいけない。

家族が喫煙習慣をもつ中学生の割合は，男女と

も，長野県 B 市では60％程度であるが，青森県

A 市では70％を超えており，青森県 A 市には喫

煙者のいる家庭環境で生活している中学生が多か

った。2 市の中学生の将来の自己喫煙予想率は，

女子には差がなかったものの，男子では青森県 A

市が18.7％で長野県 B 市の10.3％に比べて高く，

家族の喫煙率の違いが中学生の段階ですでに将来

の自己喫煙予想率に地域差をもたらした可能性も

あると考えられた。

未成年の喫煙者は家にあるたばこを吸っている

という報告1,5)もあり，未成年者の喫煙習慣に関

連する要因には家族の影響があることが指摘され

ている6)。本調査結果では，統計的には有意では

ないが家族に喫煙習慣がある中学生の方が将来自
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分も喫煙すると予想している割合が高い傾向が確

認された。女子の場合には 2 市いずれの地域でも

母親の喫煙習慣との関連が有意に認められ，女子

の場合母親の喫煙習慣が子の将来の喫煙行動に影

響を及ぼす可能性が示唆された。小川の調査結

果5)でも，男子よりも女子の方が身近な人の喫煙

の影響を受けやすいことが報告されており，本調

査結果も同様な結果を示していた。

これら 2 市において2004年に20歳以上69歳以下

の女性住民各一千名を対象に実施した調査7)で

は，青森県 A 市の喫煙率は21.1％で長野県 B 市

の11.7％に比べて高いという結果がでており，家

庭だけでなく地域全体においても，少なくとも女

性の喫煙率は，青森県 A 市が長野県 B 市よりも

高いことがわかっている。このように 2 市の女性

の喫煙率には地域差が大きく，このことがそれぞ

れの地域で中学生の将来の自己喫煙予想率にも影

響を及ぼしている可能性があるのではないかと考

えられた。中学生と生活を共にする親や家族，地

域住民は，成人の喫煙は，受動喫煙という直接的

な形だけでなく，中学生の将来の喫煙行動を促進

するという間接的な形でも，中学生の健康に影響

を及ぼしていることを認識する必要があると考え

られた。

男子は青森県 A 市では長野県 B 市に比べて嫌

煙経験率が低く，両市とも嫌煙経験がないとした

中学生では将来の自己喫煙予想率が高かった。初

めて喫煙したときの感想が気持ちよかった，おい

しかった，気分がすっきりしたなどの快楽的な受

け止め方をした中学生は喫煙の習慣性が高いとい

う報告もあり2)，たばこに対する受け止め方や価

値観が将来の喫煙行動に影響を及ぼすことも考え

られる。喫煙に対して自分の価値観を確立できる

ような健康教育や対策も大切ではないかと考えら

れた。

2 市の平均寿命の差と中学生の喫煙行動とを直

接的に関連付けることはできないものの，中学生

の段階ですでに将来の自己喫煙予想率に差を生じ

させるような文化や家庭環境，地域環境であるこ

とを住民自身が認知することは大切である。中学

生の喫煙対策には，個人の喫煙行動だけでなく喫

煙に関連する地域環境への理解が重要と考えら

れた。

現在，国は健康づくり運動として「健康日本21」

を掲げて様々な喫煙対策をたてており，市区町村

単位でも地域の特性を考慮した独自の「健康日本

21」地方計画をつくっている8)。喫煙対策も多く

の市区町村で取り組まれており，喫煙と疾患との

関連についての知識を普及させたり，受動喫煙防

止のために分煙対策に取り組んだりしてい

る9,10)。しかし，本調査結果にみるように，成人

の喫煙は，喫煙者とその周囲で受動喫煙をする人

々の健康を直接的に害するのみではなく，地域や

家庭で子どもに喫煙習慣を教育し，間接的に子ど

もの将来の健康を害する可能性がある状況を考慮

すると，成人には自分が所属する地域や社会の健

康を維持・形成するために禁煙するという視点も

必要ではないかと考えられた。

健康行動との関連を検討した項目では，静岡県

で実施した藤田の研究2)では朝食の欠食がある中

学生では将来の自己喫煙予想率が高いという結果

であったが，本調査では，女子では関連がなく，

長野県 B 市の男子でのみ統計的には有意ではな

いものの同様の傾向がみられた。朝食との関連は

地域差や性差もあるのかも知れない。他の中学生

特有の食行動との関連をみた項目では，男子でコ

ンビニエンスストアの食品を利用している人ほど

将来の自己喫煙予想率が高い傾向がみられた。こ

れには喫煙をめぐるコンビニの環境との関連もあ

ると思われる。中高生のたばこの購入場所をコン

ビニとする割合は学年が上がるごとに増し，喫煙

習慣のある高校 3 年生男子の半数がコンビニでた

ばこを購入していることが報告されている1)。対

面式でのたばこ販売の場合，未成年者への販売に

抑止力を期待できるにもかかわらず，コンビニで

のたばこ入手の割合が高いということは，コンビ

ニが未成年者の喫煙に対して寛容な場・環境であ

ることを示唆している。コンビニの全国的な普及

を考慮すると，その存在自体を否定的にみるより

も，禁煙行動と結びつくような健康教育の場や環

境にしていく工夫を企業側に求めていくことも効

果的と思われた。ファーストフード，スナック菓

子，インスタントラーメン・カップ麺については

多くは有意ではないものの利用頻度の高い人の方

が将来の自己喫煙予想率が高い傾向がみられた。

スナック菓子やインスタントラーメンを週に何回

も食しているという中学生の食生活行動の背景に

ある環境を理解することが喫煙対策にも有意義で



780780 第54巻 日本公衛誌 第11号 平成19年11月15日

あると考えられた。

睡眠時間は「6 時間未満」の人の方が将来の自

己喫煙予想率が高いという結果が，長野県 B 市

の女子では統計的に有意に，男子では有意ではな

いが同様の傾向がみられた。喫煙行動は独立した

行動として捉えられるものではなく，健康によく

ないとされる多様な行動の一つであり，他の健康

によくないとされる行動をとる人は喫煙する可能

性も高いことを示唆している。成人を対象とした

研究では喫煙と他の健康行動や健康意識との関連

や11,12)，その地域差も指摘されている13)。中学生

についても，健康行動やライフスタイルとの関連

を地域性を考慮して検討することが有効と考えら

れた。

運動・スポーツは他の健康行動のような傾向が

みられず，むしろ青森県 A 市の男子では運動を

よくしている人の方が将来の自己喫煙予想率が高

い傾向がみられた。中学生が周囲の人の喫煙に影

響を受ける可能性があることを考慮すると，家族

の場合と同様に，体育教師やクラブ活動での指導

者や上級生の喫煙行動の影響を受けている可能性

がある。体育教師は喫煙率が高いという指摘14)も

あり，教師は自分の喫煙の生徒への影響について

考える必要がある。

健康行動との関連は，健康水準や地域の背景が

異なる 2 つの地域のいずれにおいても，全体とし

ては有意ではないが類似した傾向がみられてお

り，中学生の喫煙対策には家庭や地域の環境を考

慮することが重要であることがわかる。喫煙に至

る生活環境や社会背景への理解を深め，中学生に

あえて喫煙開始を促すような環境を放置しないこ

とが必要であろう。

Ⅴ む す び

平均寿命に差のある 2 市を比べたところ，男子

では中学生の段階ですでに将来の自己喫煙予想率

に開きがあり，平均寿命の短い A 市の方が高率

であった。家族の喫煙習慣率も A 市の方が高

く，嫌煙経験や母親の喫煙習慣と中学生の将来の

自己喫煙予想との関連はいずれの市においても共

通した傾向がみられた。中学生の喫煙対策は，本

人の喫煙行動のみではなく，家庭環境や地域の社

会背景をも考慮して検討することが有用である。

本調査は，青森県 A 市および長野県 B 市の関係機関

のご協力により，坂井博通，新村洋未（埼玉県立大

学），佐藤秀紀，盛田寛明（青森県立保健大学），山田

恵子（沖縄国際大学），長野県世論調査協会との共同で

実施したものである。

（
受付 2006.10.30
採用 2007. 9.10)
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Family in‰uences on future smoking habits among junior high school students
in Japan

Chihiro WAKABAYASHI*

Key words：Smoking, junior high school students, health behavior, family environment, life expectancy,
health education

Objective To examine the eŠects of health-related behavior and family smoking habits on the future
smoking habits of junior high school students in two Japanese cities with diŠerent life expectan-
cies.

Methods A cross-sectional study was conducted in January 2005 of all second-grade students in a junior
high school in city A located in Aomori prefecture (399 students) and city B located in Nagano
prefecture (447 students). Life expectancies in city B were 4.2 years longer in men and 2.9 years
longer in women than in city A. Data on feelings about future smoking habits, dislike of tobacco
smoke, family smoking habits and health-related behavior were collected.

Results The proportion of boys who went on to become smokers was higher in city A (18.7％) than in
city B (10.3％). The proportions of smoking mothers and other smoking family members were
also higher in city A, while the proportion of students who disliked tobacco smoke was lower. For
girls in both cities, there was a signiˆcant positive association between future smoking and mater-
nal smoking.

Conclusion The ˆndings suggest that maternal smoking habits are especially strongly correlated with fu-
ture smoking in girls. The family smoking environment and health-related behavior should there-
fore be considered in measures to prevent smoking by students.

* Saitama Prefectural University, School of Health and Social Services, Department of
Health Sciences


